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は　じ　め　に
　肉用牛経営を取り巻く環境は厳しく、牛肉消費の低迷や飼料等の資材価格
の高騰により所得率が低下し、分娩間隔の短縮や子牛の事故率低減、発育改
善などの生産性向上の取り組みがより一層求められています。
　そこで、県内各地で取り組まれている実践事例をとりまとめましたので、
今後の経営改善に活用していただければ幸いです。

おおいた肉用牛振興協議会　会 長　松久房義　
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別飼いで子牛の発育向上

１ 特徴　マニュアル実践、生産性向上

２ 生産者からのコメント

事 例 1

・本経営体は地域での指導的役割を担っており、子牛の発育は中部振興局管内でも
トップクラス。

・子牛の管理には細心の注意を払っており、別飼い牛房での敷料の厚敷、ヒーター
の設置により敷料が乾き、腹を冷やすことがなくなったため、子牛自身が原因の
下痢が減った。

・コストや手間はかかるが、品質の高い子牛生産ができているので、これからも継
続して取り組んでいきたい。

３ 経営の概要
・肉用牛飼養状況；繁殖牛29頭
・家族労働力；本人、妻、息子
・牛舎の構造等；繁殖牛舎
　　　　　　　　哺乳･育成舎

４ 事例提供（執筆者）
　中部振興局　生産流通部　畜産班
　　　　　　　後藤　雅昭

経営体の特徴

日令体重　去勢（H22）1.08 →（H23）1.22　　雌（H22）0.99 →（H23）1.04

成　果

・分娩房の一角を馬栓棒で区切り、子牛だけが入れ
る空間を確保している（乾燥した敷料を厚敷）

・上部からカーボンヒーター（電熱器）を設置し、
保温（冬期は一日中稼働）

・子牛は分娩房から自由に出入りし、区切られた外
に子牛専用の飼槽を設けてスターターを給与して
いる

分娩房の保温対策

・鉄パイプで高さ（120㎝）及び幅（40㎝）を制限し別飼い
　（1～5ヶ月齢まで群管理）
・飼槽は子牛の食べやすい高さ（50㎝）で長く配置
　（小さな個体にも飼料が行き届く）
・壁をコンパネで、上部をブルーシートで覆うことで防風・防寒対策
　（手づくり窓枠を設置して換気も可能）
・敷料は厚めに敷き、汚れたらその都度交換
　（乾燥状態を保つことがポイント）

別飼いの実施・寒冷対策

・牛舎内は常に整理整頓され、衛生的に管理されて
いる

牛舎の衛生管理

↑馬栓棒配置と敷料の様子

↑換気用の手作り窓枠
冬場は閉めて保温、夏場は開放する

天井にはクモの巣一つなく、清掃も行き届いている牛舎の様子

上
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分娩監視カメラで事故率低減事 例 2

１ 特徴　新技術、生産性向上

２ 生産者からのコメント

・本経営体は県内最大規模の母牛を飼育する繁殖農家である。
・分娩監視カメラの設置や、冬期の寒冷対策の工夫として哺乳期の保温、温水の給
与や敷料を潤沢に使用した飼養管理等を実施することで、家族経営で省力管理と
県平均を上回る出荷成績を実現している。

・治療よりも予防が重要と考え、これらの取り組みを実施している。
・分娩監視カメラの設置により他の作業中でも牛の様子を確認することができ、母
牛や子牛の事故率を低減させることができた。

・敷料の厚敷による保温や寒冷対策、温水給与はコストはかかるが、それによって
飼料摂取量の増加、食い詰まりの減少、病気にかかりにくい子牛づくりが出来る
ようになり、効果を実感している。

・今後も品質の高い子牛を安定して生産できるようにしていきたい。

３ 経営の概要
・肉用牛飼養状況；繁殖牛130頭
・家族労働力；本人、息子、娘
・牛舎の構造等；繁殖牛舎
　　　　　　　　哺乳･育成舎

４ 事例提供（執筆者）
　中部振興局　生産流通部　畜産班
　　　　　　　後藤　雅昭

経営体の特徴

日令体重
　去勢（H22）1.01 →（H23）1.05
　　雌　（H22）0.87 →（H23）0.92

成　果

・平成23年度大分県畜産生産振興対策
事業により分娩監視カメラを設置

・作業中や夜中でもスマートフォンによ
り牛の様子を動画で見ることが可能。
　（通常の携帯電話の場合は静止画像）

分娩監視カメラ

・子牛用に30㎝の高さの板で仕切り、
オガクズと稲ワラ（３㎝切）を厚敷き
（10日に１回は部分交換）

・オガクズ代：2,250円/㎥
　粒が細かく、適度に水分を含んでいる
ため敷料が舞い上がらず、呼吸器系の
疾病予防に効果。
　（条件を満たす敷料を日田市内から購入）

敷料の潤沢な使用による保温

１台の監視カメラで４つの分娩房の様子を確認分娩監視カメラ設置の様子

携帯電話で牛の様子を確認
音声や照明の操作も可能

ボイラーで温水を給与
（水温37℃、燃料費24,000円／月）

↑敷料の厚敷により子牛の寝る場所は常に乾燥している
哺乳期の防寒対策は
加温＋ジャケットの着用
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子牛の衛生管理をマニュアル化事 例 3

１ 特徴　マニュアル実践、生産性向上

３ 生産者からのコメント

〈背景〉
・朝地町は豊後大野市の中でも特に冬場の冷え込みが厳
しく、寒暖の差が激しい地域。
・冬場の子牛の下痢や、離乳、育成牛舎移動後の軟便の
多発に悩んでいた。

・今までに色々なことを試してきましたが、牛飼い
はやっぱり難しいです。

・肥育農家に行ったときに｢肋のできたいい牛だ｣と
言われることを目指して、基本的なこと（１年１
産や事故予防）を大切にしていきたいです。

２ 取組の実績

①：哺乳期の管理
・子牛は３ヶ月齢で早期離乳
　　　母牛の乳質改善　　 分娩前の増し飼い＋生菌剤投与
・制限哺育（哺乳時間 ：朝 30分、夕 30分）
　　　母牛から離している間にスターターを採食
　　　※必ず母子のペアを確認

②：衛生対策
・分娩直後→初乳製剤の投与
・４日齢→鉄剤（貧血予防）、ビタミン剤（免疫力の向上）
・１週齢→バイコックスの投与
・１ヶ月齢→アイボメック＋ビタミン剤
・４ヶ月齢→離乳（育成舎に移動）、ジメトキシン＋ビタミン剤
・６ヶ月齢→アイボメック＋ビタミン剤
・ビタミン剤、尿石予防薬は欠かさず投与

③：防寒対策
・糖蜜入り固形飼料の給与→冬場のエネルギー確保
・哺乳子牛へのぬるま湯給与（300ml／頭）
・手作りジャケット（母牛）やネックウォーマー（子牛）
・牛舎全体をビニールシートで覆い防寒対策

４ 経営の概要
・肉用牛飼養状況；繁殖牛52頭、
　　　　　　　　　育成牛７頭
・家族労働力；本人、妻、長男
・牛舎の構造等；繁殖牛舎、哺乳･育成舎

５ 事例提供（執筆者）
　豊肥振興局　生産流通部
　　　畜産班　吉田　菜美

子牛飼養管理マニュアル＋経験
に基づいた子牛管理の徹底

冬は雪が積もるよ

母牛につけることで
ミルク代があまり
かからない



5 6

子牛の衛生管理をマニュアル化事 例 3

１ 特徴　マニュアル実践、生産性向上

３ 生産者からのコメント

〈背景〉
・朝地町は豊後大野市の中でも特に冬場の冷え込みが厳
しく、寒暖の差が激しい地域。

・冬場の子牛の下痢や、離乳、育成牛舎移動後の軟便の
多発に悩んでいた。

・今までに色々なことを試してきましたが、牛飼い
はやっぱり難しいです。
・肥育農家に行ったときに｢肋のできたいい牛だ｣と
言われることを目指して、基本的なこと（１年１
産や事故予防）を大切にしていきたいです。

２ 取組の実績

①：哺乳期の管理
・子牛は３ヶ月齢で早期離乳
　　　母牛の乳質改善　　 分娩前の増し飼い＋生菌剤投与
・制限哺育（哺乳時間 ：朝 30分、夕 30分）
　　　母牛から離している間にスターターを採食
　　　※必ず母子のペアを確認

②：衛生対策
・分娩直後→初乳製剤の投与
・４日齢→鉄剤（貧血予防）、ビタミン剤（免疫力の向上）
・１週齢→バイコックスの投与
・１ヶ月齢→アイボメック＋ビタミン剤
・４ヶ月齢→離乳（育成舎に移動）、ジメトキシン＋ビタミン剤
・６ヶ月齢→アイボメック＋ビタミン剤
・ビタミン剤、尿石予防薬は欠かさず投与

③：防寒対策
・糖蜜入り固形飼料の給与→冬場のエネルギー確保
・哺乳子牛へのぬるま湯給与（300ml／頭）
・手作りジャケット（母牛）やネックウォーマー（子牛）
・牛舎全体をビニールシートで覆い防寒対策

４ 経営の概要
・肉用牛飼養状況；繁殖牛52頭、
　　　　　　　　　育成牛７頭
・家族労働力；本人、妻、長男
・牛舎の構造等；繁殖牛舎、哺乳･育成舎

５ 事例提供（執筆者）
　豊肥振興局　生産流通部
　　　畜産班　吉田　菜美

子牛飼養管理マニュアル＋経験
に基づいた子牛管理の徹底

冬は雪が積もるよ

母牛につけることで
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繁殖農家が肥育に挑戦事 例 4

１ 取組の経過

３ 生産者からのコメント

　竹田市久住町で肉用牛の繁殖経営を営む若手５名が、子牛の生産から肥育までの
管理技術を追求するとともに、消費者に安全・安心で美味しい牛肉を提供するため
「くじゅう肥育研究会」を設立。遊休施設の改修や肥育技術の研修などの準備を進
め、去勢牛５頭を導入し肥育を開始。

・肥育へのチャレンジは開始したばかり。雌子牛が安い時は、肥育して出荷できる
よう、雌肥育も今後は検討しています。

・出荷成績を向上させ、将来は県共進会への出品も・・・

４ 経営の概要
・肉用牛飼養状況：肥育牛５頭
・会員：５名

５ 事例提供（執筆者）
　豊肥振興局　生産流通部　畜産班
　　　　　　　高野　太志

２ 特徴　その他工夫
・各自が生産した素牛をＪＡが導入し、本人に貸し付ける方式とし、共同で飼養管理。
・肥育経験がないため、飼料は「とよのくに」の前期と後期を混合して給与し、飼
料切り替えの手間を省きビタミンＡ欠乏を防止。

・毎回給与量を計量し飼料増減ボードで50ｇ単位の濃厚飼料の増給を実施し、残
食量を計量することで、採食量を把握してデータを収集。

・１頭当たりの牛房面積を12㎡以上確保し、おが粉
を厚く敷くことで牛が横になれ、牛体も汚れない
牛床環境に努めている。

濃厚飼料の増加は
50ｇ単位

和牛版
ＣＯＷコンフォート

　飼料の飼槽とは別に重曹を入れ、舐めさ
せる。比率は重曹５：ゼオライト１

重曹の給与による
ルーメンアシドーシスの予防

通路は石灰で消毒

源水槽を保温

寒い日は湯気が上がる

快適な牛床・牛体の汚れもない

　熱帯魚用ヒータで源水槽を暖めることにより、零下の日でも10～20℃の水が飲
め、飲水量及び飼料摂取量の増加を期待

寒冷時の飲水料増加対策
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未利用地を活用して周年放牧事 例 5

１ 特徴　省力化、その他工夫

２ 経営の取組の実績・効果

３ 生産者からのコメント
・振興局のすすめでレンタカウで放牧に取組んだのが始まりで、放牧は手がかから
ず牛は元気いっぱいで、雑草も食べてくれるので「これはいい！」と思い、自分
の牛を導入した。

・本業は茶（栽培面積10ha）の生産・加工・販売を行っているが、労働ピークが
分散するため、茶と肉用牛の放牧は合っている。

・未利用の雑木林や竹林をまだ所有しており、今後さらに放牧地面積を拡大し、母
牛50頭まで増頭したいと考えている。

４ 経営の概要
・肉用牛飼養状況；繁殖牛13頭
・放牧地面積；12ha
・家族労働力；本人
・牛舎の構造等；簡易牛舎（第1･２牛舎）

５ 事例提供（執筆者）
　北部振興局　生産流通部
　　　畜産班　田原　有紀

　竹林・雑木林等を伐採して
放牧地を造成。周年・親子放
牧に取り組む。牛の管理をし
やすくするため、スタンチョ
ンを設置。

未利用地を活用した
周年・親子放

　牛舎は間伐材等を活用し、
施設はスタンチョンのみとい
う簡易牛舎で省力管理。

簡易牛舎

　暖地型牧草のバヒアグラス
の草地化により、飼料費を低減。

バヒアグラス草地

飲水は雨水を利用

タンクに雨水をあつめ、地中
のパイプを通して水槽へ送る

落ち葉等が混ざらないよう
雨どいに網を設置

風呂桶を利用した給水槽
（鉄板でフロートのいたずら防止）

・豊後牛飼養管理マニュアル
に沿った給与体系

・濃厚飼料：スターター、豊
後牛育成飼料

・粗飼料：放牧地のバヒアグ
ラスのみ。
※冬季(１～3月)は補助飼
料としてWCSを給与。

飼養頭数の推移と子牛出荷成績

・バヒアグラス草地化後は購入
飼料費が減少し、子牛一頭当
たりの生産費が大幅に減少。

・母牛の購入飼料費は１頭当た
り3万円/年程度。

　（WCS ５ロール、ふすま）

子牛一頭あたり生産費

参考: 農林水産省　農業経営統計調査「子牛生産費」

年度 飼養頭数 （母牛） 出荷頭数 日齢体重（去勢）

H17
H18
H19
H20
H21
H22

3（レンタカウ）
5
6
11
14
14

－
－
1
3
6
7

－
－
－
0.98
0.96
0.87

スタンチョンに入っている子牛。
子牛は生後一週間目からロープ
でつなぎ、スタンチョンに入る
ことを覚えさせる。

母牛は放牧地で自然分娩だが事
故はほとんどない。子牛は生ま
れたその日にバイチコールを塗
布し、人に懐くよう必ずなでる
ようにしている。

バヒアグラス草地（播種後３年経過）
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超早期離乳で発育のバラツキ解消事 例 6

１ 特徴　マニュアル実践、発育改善

３ 生産者からのコメント

２ 取組の実績・効果

　カーフジャケット、赤外線ランプ、牛舎前のビ
ニールシートなどで保温対策を行っている。

・発育については自作の体高計で確認しているが、カーフスターターの食い込み量
が発育の差に影響しているように思い、カーフスターターの食い込み量を重視し
て飼育管理している。

４ 経営の概要
・肉用牛飼養状況；繁殖牛44頭
・家族労働力；本人、母
・牛舎の構造等；牛舎５棟

５ 事例提供（執筆者）
　北部振興局　生産流通部
　　　畜産班　田原　有紀

子牛の保温対策

・酪農家の経験から子牛は初乳給与後すぐに母牛か
ら離して人工哺育
・カーフスターターを３ヶ月齢までに２㎏食い込ま
せることを目標に給与。

スターター給与

・粗飼料は３ヶ月齢以降に給与を開始し、徐々に給
与量を増加し、出荷前には粗飼料多給で肋張りの
ある子牛を出荷。

粗飼料多給

カーフジャケットをタオルで代用

首にタオルをまかれている子牛

子牛牛舎の周囲にはビニールシート
（上部にはカラスよけネット）

カーフスターターと水

３ヶ月齢までは１頭飼いで、人工哺育を行う。
保温対策として、カーフジャケット、赤外線ランプを活用。

自作の体高計で
発育状況を確認

食い込みをよくするため、
子牛に合わせて飼槽高を調節

体格や食い込み量で２～３頭に
グループ分け

H22年次

H23年次

雌

358

365

去勢

427

430
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コントラクターと連携し自給飼料確保事 例 7

１ 特徴　生産性向上　省力化

３ 生産者からのコメント

　宇佐市では、飼料イネや稲わらの収集・販売を行
うコントラクターが活動。
　汎用性のある細断型ロールベール機械化体系が導
入されたことから集落営農組織等では水田でのトウ
モロコシ栽培が開始され、コントラクターを介した
自給飼料の流通が行われている。

・冬期の餌の食い詰まりが原因で母牛を一頭死なせてしまったことから、給与飼料
を見直した。サイレージがいいと聞いたので、地域のコントラクターから細断型
コーンサイレージを購入。

・サイレージを給与するようになってから、冬期の食い詰まりがなくなった。昨年
はコントラクターに依頼して細断型でイタリアンライグラスサイレージを作って
もらったが、品質が良かったので今春も作業を委託する予定。

・これまで粗飼料は自家生産していたが、コントラクターから購入する方が労力軽
減が可能な上、価格面でも自分で新たに機械導入してサイレージを作るよりずっ
とコストが下がる。

・サイレージを給与するようになってからは、母牛の発情がよりわかりやすくなっ
た。また、コーンサイレージを給与してから子牛の出生時体重が大きくなった。

・なにより、細断型サイレージは品質が安定しているので母牛の粗飼料として使い
やすい。

２ 経営の取組の実績・効果

平均受精回数
　　　　　H22 （サイレージ給与前）　　　1.27回（母牛36頭）
　　　　　H23 （サイレージ給与後）　　　1.09回（母牛33頭）

平均分娩間隔
　　　　　H22 （サイレージ給与前）　　　12.5ヶ月
　　　　　H23 （サイレージ給与後）　　　12.4ヶ月

購入価格
　　　　細断型サイレージ
　　　　　イタリアンライグラス　　7,000円/ロール（約20円/kg）
　　　　　トウモロコシ　　　　　　8,000円/ロール（約18円/kg）

４ 経営の概要
・肉用牛飼養状況；繁殖牛37頭
・家族労働力；本人、妻
・牛舎の構造等；牛舎２棟

５ 事例提供（執筆者）
　北部振興局　生産流通部
　　　畜産班　田原　有紀

コントラクター

　母牛の粗飼料として、地域のコントラクターに委託して細断型コーンサイレージ
や細断型イタリアンサイレージの給与を平成23年１月から開始。

　　１日当たり給与量　　コーンサイレージ　　　　３～４㎏/頭
　　　　　　　　　　　　イタリアンサイレージ　　　　４㎏/頭

※給与飼料：サイレージの他に配合飼料、ヘイキューブ、稲わらを給与

細断型サイレージ

開封後二日目の細断型コーンサイ
レージ。１ロールは２日間で給与

コーンサイレージ給与の様子

輪切り状に開封すると中身がばらばらにならず、品質も安定。
パレット上に置くと移動も可能。

細断型サイレージ調整作業
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簡易資材を用いたカーフハッチで個体管理事 例 8

１ 特徴　発育改善、その他工夫

・交雑種肥育農家で利用されているカーフハッチを紹介します。

Ｅ牧場 木製資材

２ 生産者からのコメント
・個別管理することで、子牛の病気の早期発見、早期対策ができる。
・採食量を一頭ごとに把握できるので、食べる牛は伸ばすことができる。
・４ヶ月齢までしっかりミルクを飲ませることで、骨格のしっかりした牛をつくる
ことができる。

・子牛にバケツから直接ミルクを飲むように訓練させることで、哺乳作業の省力化
が図られる。

３ 経営の概要
・Ｅ牧場　交雑種肥育 700頭
　　　　　労働力 ３名、臨時雇用 ２名
・Ｔ牧場　交雑種肥育 800頭
　　　　　労働力 ４名

４ 事例提供（執筆者）
　北部振興局　生産流通部
　　　畜産班　酒井　奏

・市販の角材と板で製作
　費用は３千～５千程度

正面

・餌箱は図の様に設置

側面

・導入時期の異なる牛同士ベニヤ板等で仕切
り接触を避ける
・ハッチが動かないようパイプ等で固定する

固定は餌箱か
ら角材に釘を
打って設置

Ｔ牧場 鉄製資材

超早期離乳子牛用ハッチ（０～２ヶ月齢）

大きめの子牛用ハッチ（２～４ヶ月齢）

牛が抜け出さず、
首が挟まらないような

大きさにする
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循環温水システムの導入事 例 9

１ 特徴　新技術、発育改善、生産性向上

２ 経営の取組の実績・効果

３ 生産者からのコメント
・子牛の水を飲む量が増加し、スターターの給与量が増えたため、全体として子牛
の増体は安定してきたように思う。

・循環型温水システム・ニクロム線及び遠赤外線設置に伴う冬期のランニングコス
トが電気代28,000円／最大月と経費負担が大きい。

・振興局等との連携を通じて、我が家の経営改善に役立った。

４ 経営の概要
・肉用牛飼養状況；繁殖牛60頭
・労働力；２名
・繁殖牛舎、哺乳･育成舎

５ 事例提供（執筆者）
　研究普及課　広域普及指導班
　　　　　　　白根　英治

・寒さの厳しい高冷地に牛舎があるため、子牛の水を
飲む量が減少。
　スターターの給与量も減り、冬期の子牛の増体に悩
んでいた。
・子牛の呼吸器病や下痢といった疾病の発生も悩みの
種で、何とかしようと思っていた。
・飲水量は、飼料の食い込み等に影響する
・飲水対策はH20.10月導入

循環型温水システムを
活用した飲水対策

牛床にニクロム線を配置、頭上に遠赤外線

子牛への給与
温度10～15℃

子牛の発育

子牛の事故率

子牛のDGは改善。

・施設導入後、事故率は低下。
・県平均よりかなり低い。
・経営安定に繋がる。

鼻水ずるずる寒いよ～
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分娩予知システムの導入事例 10

１ 特徴　新技術導入　生産性向上

３ 生産者からのコメント

２ 経営の取組の実績・効果

・毎月分娩が多くて大変。
・見落とし→分娩事故に繋がる。
・予定日が来ても産まれない。
・夜の見回りで寝不足！
・夜晩酌も出来ない（経営主）

平成21年３月　　繁殖牛80頭規模牛舎完成
　〃　　　 ４月～　増頭開始
　〃　22年３月　　分娩システム試験運転開始
　〃　　　10月　　　同システム導入
　〃　23年４月　　携帯電話（タブレット型）導入

・段取り通報がとてもいい。おおむねの予定が入る。
・３名（経営主･妻･後継者）に連絡があるので、誰かが気付いて対応している。夜
でも、アラーム音で目が覚める。

・規模拡大に伴い、分娩頭数も増えた。システムは本当に役立っている。
・分娩房が汚れなくてすむ。（段取り通報後に移動）

４ 経営の概要
・肉用牛飼養状況；繁殖牛80頭
・労働力；３名
・繁殖牛舎、哺乳･育成舎

５ 事例提供（執筆者）
　研究普及課　広域普及指導班
　　　　　　　白根　英治

規模拡大農家の悩み

分娩前に牛の体内に温度センサーを入れ、その温度変化によって分娩を
予知する。分娩予知は「段取り通報」として、分娩開始は「駆けつけ通
報」として経営主等の携帯へ連絡。牛舎の外にいても分娩状況を確認で
きるシステム。

分娩予知システムの仕組み

システム導入までの経緯

もっと効率よく、
分娩対応が
出来ないかな～

繁殖母牛・分娩頭数推移

システム導入後、分娩頭数
は10%以上伸びている。
分娩事故等も増加すること
なく、順調に規模拡大が図
られている。
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飲水改善で発育向上事例 11

１ 特徴　その他工夫

３ 生産者からのコメント

２ 事例取組の実績・効果

・冬期は飲水量が減少し、固形飼料の給与量
が落ちていた。
・水が凍るほど冷たく、何とかしたいと考え
ていた。

・ハッチ飼養管理の飲水は、温かい白湯を給与。
・子牛の増体は改善してきたように思う。
・久住高原に近く、冬期の寒さは格別。子牛はハウス牛舎なので、換気に注意しつ
つ、投光器等で暖を取る。

・ミルクの自動作成機を導入し、作業の省力化を図る。

４ 経営の概要
・肉用牛飼養状況；繁殖牛120頭
・家族労働力；3.5名
・繁殖牛舎、哺乳･育成舎

５ 事例提供（執筆者）
　研究普及課　広域普及指導班
　　　　　　　白根　英治

寒冷地域；生産者の悩み

平成21年11月　　振興局等と対策を検討
　　　 〃　　　 　実証展示（導入）

導入までの経緯

哺乳ロボット移行前

安価で対策
が出来ない
かな～

子牛の発育

2/17
PM4:00測定
気温3.5℃
水温16℃
ダイヤル設定
20℃
標高150m

2/17
AM9:30測定
気温4℃
水温17℃
ダイヤル設定
35℃
標高650m熱帯魚水槽ヒーター

を活用 約5,000円程度

自動ミルク作成機（24.１月導入）
日齢体重は改善傾向。

ハッチで約１ヶ月飼養管理

地区内事例（イタズラ防止付き）

日当たり良好なハウス牛舎

臍帯消毒により疾病を防ぐ
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つ、投光器等で暖を取る。
・ミルクの自動作成機を導入し、作業の省力化を図る。

４ 経営の概要
・肉用牛飼養状況；繁殖牛120頭
・家族労働力；3.5名
・繁殖牛舎、哺乳･育成舎

５ 事例提供（執筆者）
　研究普及課　広域普及指導班
　　　　　　　白根　英治

寒冷地域；生産者の悩み

平成21年11月　　振興局等と対策を検討
　　　 〃　　　 　実証展示（導入）

導入までの経緯

哺乳ロボット移行前

安価で対策
が出来ない
かな～

子牛の発育

2/17
PM4:00測定
気温3.5℃
水温16℃
ダイヤル設定
20℃
標高150m

2/17
AM9:30測定
気温4℃
水温17℃
ダイヤル設定
35℃
標高650m熱帯魚水槽ヒーター

を活用 約5,000円程度

自動ミルク作成機（24.１月導入）
日齢体重は改善傾向。

ハッチで約１ヶ月飼養管理

地区内事例（イタズラ防止付き）

日当たり良好なハウス牛舎

臍帯消毒により疾病を防ぐ



簡単手作りベッドで哺乳子牛の防寒対策！

・寒さの厳しい冬期に子牛の下痢や肺炎の発生が多い
・出荷体重は哺乳期の発育遅延の影響が大きい
・オガクズを厚く敷きたいが、経費もかかるし大変
・哺乳期の発育が重要と分かっているが、何かいい方法はないかな

安価で効果の上がるベッド作ってみませんか！

（必要な道具）
ノコギリ、金槌、ビス、メジャー
日曜大工で出来ます♪

内のり幅が約80cmの正方形、深さは約20cm

・北風の強い立地にあるため、ベッドと
カーフジャケット併用で防寒対策。
・子牛の増体が少し改善してきたようだ。
・飯田高原では冬期の寒さは格別なため、
ベッドと赤外線ヒーターを併用。
・子牛が喜んで寝ているので改善が図られ
るのが楽しみだ。

使用農家のコメント

使用事例

県内各地での寒冷・保温対策（各事例から抜粋）

23 24
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肉用牛経営改善のヒント集

すぐに役立つ

バヒアグラス草地での周年放牧（豊後高田市）

平成24年３月

おおいた肉用牛振興協議会


